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１章 はじめに 

 
２００２年度より、小・中学校で、総合的な学習の時間が本格的に導入されることとなり、環境問題

もそこで取り扱われるテーマのひとつとして学校教育の中に重要な位置を占めるようになってきている。 
環境問題への関心を持つことが、社会の多数派となった現在においては、ひとえに環境教育といって

も分野が広く、さまざまな教授法がさまざまな方面から提供されている。 
しかし、いずれのやり方にも概ね共通しているのは、環境問題を「知る・理解する」ということに重

点が置かれ、それをどのように解決していくのか、といった解決のための手法の提供が不十分だという

ことである。 
環境問題は本来解決がその課題である以上、これからの環境教育には、環境問題を「知る・理解す

る」だけではなく、「問題を解決するための手法」が重要となってくる。 

本報告書は、特に省エネ教育の視点から、「問題解決のための環境教育」へ向けた取り組みについて、

ひとつの成果をまとめたものである。 

当法人の母体である長崎大学環境科学部中村修研究室では、子どもたちが自らの「気づき」と「技術

的根拠」に基づき、活動を持続的に展開できる「省エネ授業」の研究・実践を続けてきた。  

この授業を実際に受けた子どもたちは、省エネを通して、家族を変え、学校を変えるということを学

び実践している。 

この授業の特徴は、「問題解決のための環境教育」を重視するという観点から、経済政策的手法を授業

プログラムの中に盛り込んでいることにあり、結論として観念的に環境保全の必要性を訴える従来のや

り方とは異なる手法を用いている。 

観念的に環境問題の解決を唱えても、問題解決にはつながらない。環境問題への取り組みは啓蒙か

ら実施、普及の時代に入っており、特に省エネはいかに考え、結果を残すかということが問われる段階

にあるといってもよい。そのためには、どのような方法でそれを推し進めていくのかを具体的に示し

ていくことが必要である。 

本報告書では、この省エネ授業の取り組みの事例を紹介し、これを材料として、従来の環境教育の

課題や「問題解決のための環境教育」へ向けた今後のあり方について述べている。 

以下の章の流れとしては、２章で、実際に過去三年間にわたり、この省エネ授業を総合的な学習の時

間の中に取り込んでいる福岡県大木町大溝小学校の取り組みの事例を紹介する。３章では、省エネ授業

が子どもたちや地域に及ぼす効果について課題も含め整理する。４章では、省エネ授業を比較の材料と

して、従来の環境教育の問題点を具体的な事例を交えて考察する。 
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２章 大木町の省エネ教育の流れ 
 
２－１ 大木町省エネ授業の目標、授業を行なう前の準備 
 福岡県大木町立大溝小学校では、現在、５年生を対象に総合的な学習の時間に「省エネ授業」を実施

している。同校では、三年前から環境教育の一環としてこの授業への取り組みがなされている。省エネ

授業を行なう際、確かな成果が得られるように、まずこの授業によってどのような効果を期待するのか

を考え、授業の明確な目標をたてることが重要となる。 
大溝小学校では授業の目標として以下の三点を掲げた。 

 
【授業の目標】 
１、 エネルギー消費と地球温暖化の問題について考え、解決のための学校や家庭、地域でできる省エネ

ルギー行動を見出し、実践することができる。 
２、 電気・石油等の消費量や省エネの内容や実際の活動方法など、省エネの実践に向けて、必要な情報

を本やインターネットで調べたり、家族や地域の省エネの活動家に尋ねたりする能力を得る。 
３、 自分たちの日常生活が電気及び化石燃料に依存していることに気づき、生活スタイルを見直し、将

来の資源不足や、環境保全に向けて、家庭や学校、地域での省エネルギー行動への取り組みについ

て考えることができる。 
 
 また、授業内容を深めるために、児童対教師の授業形式にとらわれず、外部からの専門家、町役場環

境課の職員、地域の環境活動団体である「あーすくらぶ」に協力してもらい、それぞれの持っている省

エネに関する知識をもとにした授業を行ってもらうことを前提に、授業が始まる一ヶ月ほど前に担任と

外部講師の話し合いを持った。（資料１）  
 これをもとに、クラスの担任が、実際の指導案をつくり、実際に授業を展開していくための具体的な

流れを整えている。（資料２） 
なお、この指導案はあくまで、たたき台であり、実際の授業を展開する中で、若干の修正は随時施さ

れている。 
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＜資料１＞ 授業前に行なわれた話し合い 
参加したのは大溝小学校の 5 年生の担任三名、大木町役場環境課、大木町の環境団体あーすくらぶ、
（財）省エネルギーセンター、長崎大学環境科学部中村研究室のメンバーである。 
 
【話しあわれた内容・提案】 
● 授業の日程の確認 
● 役場の省エネチェックの際は、役場職員に自宅では省エネをやっているかを尋ねてはどうか。 
ただ行って役場の省エネをチェックするだけよりも、子どもたちにとっては面白いだろうし、職

員にとってはよい刺激になる。 
● 授業は子どもたちが興味のあるところからエネルギー、石油、原子力、環境問題と広げていって

はどうか。 
● 役場の議会での提言を子どもたちが行ない、最終的には政策に対しても影響を及ぼせるようなシ

ステムがあったらよい。 
● PTA、保護者の発表の際には成功策だけではなく失敗談も話してもらうべき。ちゃんとやらない
父親が発表する等。 

● 昨年の分の教材やデータ、マニュアルがあるので、担任自身が初めてでも比較的うまくやれそう

との談。 
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＜資料２＞ 省エネ授業の指導案  （大木町大溝小学校 福山教諭作成） 
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２－２ 子どもたちにエネルギーへの問題意識を持たせる段階 
 授業の構成は大きく分けて三つの段階に分かれる。省エネ授業の第一段階はエネルギー

問題について切実な問題意識を持ってもらうためのきっかけとなるような内容である。具

体的にはエネルギー問題に関する情報や、省エネに対する基礎知識などを学ぶ。 
第二段階は省エネという問題に対して自己追及していく段階である。この段階は実際に

自分たちで省エネを行ない、省エネを行なう上でどのような問題があるのか、どうすれば

効果的な省エネができるかなどを自分で考え、再実行していく段階となる。 
第三段階は学んだことを学校や地域に広げていく段階である。この段階は省エネ授業の

ポイントとなる段階といえよう。さらにこの授業では特徴として、第二段階において環境

マネンジメントの手法である PCDAサイクルを取り入れていく。 
授業の流れをそれぞれの段階に基づいて説明していくと次のようになる。まずはじめに、

児童自身がどんな未来が来ると予想しているか、あるいは期待しているかを話し合うため、

授業の第一回目は「４０年後の未来にあなたはどんな生活を送っているか」をテーマに絵

を描いてもらった。児童が書いたものの中で目立ったのは「運転しなくても自動的に目的

地にいける車」や、「携帯テレビ電話」等、オートメーションによる便利な生活を描いてい

るものであった。しかしその一方では森林伐採による環境の変化や公害による環境汚染を

危惧する内容の絵も見られた。このことから児童たちは比較的明るい未来を想像している

が、地球環境に対して漠然とした不安を抱えていると考えられる。このような絵を描かせ

た目的は、子どもたちが想像する明るい未来とこのままの生活を続けた場合に来るであろ

う未来とのギャップから、省エネや他の環境問題に対しての関心を持たせることである。

現実と理想のギャップが激しいほど子どもたちはショックを受けて、問題の緊急性や重要

性を認識する傾向にあるようである。 
第二回目の授業は、ゲストティーチャーによる授業が行なわれている。講師として、長

崎大学環境科学部の中村修助教授を招き、資源枯渇や、先進国と発展途上国とのエネルギ

ー格差、食糧問題などについて話がなされた。発展途上国に住む人々の生活について知る

ことは、日本に住む人は裕福な生活を送っていてその生活の中には無駄に消費しているも

のがあるのではないかということに気づくきっかけになる。話を聞いての児童の感想とし

ては、「このままだと４０年後の未来は明るくないんだと知ってショックだった」、｢テレビ

や車が家に６台も無くても、別にいいと思った｣などが出た。また環境問題についてももっ

とよく知り、４０年後の未来のために、今何かしなければならないという問題意識が児童

の中で生まれはじめた。そこで、具体的にどんなことをすればよいのか話し合い、「省エネ」

という言葉を学ぶ。家庭でどのくらいの電気を使っているか実感してもらうために一週間

電気メーターの数字を記録することと、昔はどんなエネルギーを使っていたのかを調べる

ことを宿題とし、二回目の授業は終わる。この第一回目の電気メーターの数値は、今後の

省エネの成果を見る基準となる。 
三回目の授業では、まず始めに宿題であった昔のエネルギーについて発表しあった。そ
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の中で、今の生活が昔よりもかなり電気に依存しているということに気づいてもらう。こ

子ども

た

荒木フサエ

氏

２０本（計８００Ｗ）

を

２

の家の省エネや省エネを行なううえで苦労したことな

ど

れからどんなことを調べたいかという問いに対しては大半の児童が｢一つの電気製品がど

のくらいの電気を消耗しているのかを調べたい｣と答えている。省エネをするうえで、どの

電気製品がどのくらいの電気を消耗しているかを調べることは必要不可欠である。

ちには、最も電気を使っている電気製品のイメージとして、どうしても蛍光灯やテレビ

のように『目に見えて電気を消費しているのがわかるようなもの』に意識が集中する傾向

がある。そこで、大木町で環境に関する活動を行っている｢あーすくらぶ｣から

を招き、電気についての基本的な知識について話しをしてもらった。まず、Ｖ（ボルト）、

Ａ（アンペア）、Ｗ（ワット）について学び、ワット数の大きいものを省エネするほうがよ

り効率的であるということをつかんでもらう。例えば４０Ｗの蛍光灯

一時間つけっぱなしにするより１２００Ｗのクーラーを一時間つけているほうがより電

気を使っている。またＷｈ（ワットアワー）と待機電力の話から、電気製品には使わない

ときにどれだけの無駄があるかを学んだ。次に、大木町役場環境課の岡崎氏・境氏よりエ

コワットとワットアワメーターについての説明をしてもらう。この２つの機械はいずれも

目に見えない電気を視覚化するためのもので、エコワットは電気使用における二酸化炭素

量と一日の消費電気量がわかるものであり、ワットアワメーターは待機電力と電気使用量

を調べるものである。この２つは電気を数値という形で視覚化できるため児童が楽しんで

調査できるという利点がある。練習も兼ねて学校の電気製品を調べてみる。授業後、この

２つを児童に貸出し、家の電気製品の電力消費量等を調べることと継続して電気メーター

の数値の記録を宿題として課し、自分なりの省エネを行ってもらった。 
 
 
－３ 省エネという問題に対して自己追求していく段階 

 第四回目の授業はまず初めに、実際に調べた電機製品の消費電力について発表してもら

い、どんな風に無駄な電気を使っていたかを実感し、これからどのような省エネをしてい

けばよいか考える材料にした。この授業は PDCA サイクルでいうところの CHECK にあ
たる。先週は自分なりの省エネの計画をたてて、実際に行った。これは、児童が行なった

自分なりの省エネは、｢使わないときはコンセントからプラグを抜く｣、｢誰もいないときは

部屋の電気を消す｣、｢冷蔵庫の開け閉めは素早くする｣というようなものである。しかし、

話を聞いていく中で、児童たちは、自分の知らなかった省エネの仕方があれば、メモを取

ったり、質問したりしてその省エネの方法を自身の省エネにも生かそうという意欲が出て

くるようになる。消費電力量や待機電力を知った児童はどこをどのように省エネすれば効

率的に省エネできるかがわかってくる。このように他の児童の話や待機電力・消費電力量

といった情報を踏まえてもう一度省エネ目標や省エネのやり方を再考し、実行する事にし

た（ACTION）。担任からも、自分
の話を聞き、特に問題であるのは家族への呼びかけであるという共通の課題も浮かび上
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がってきた。省エネを行なうときは家族の協力が必要不可欠であり、いかに家族を説得す

るかが成功の鍵を握っている。家族への省エネの呼びかけについても考えながら省エネを

行なうことも重要である。今回は、家族と話し合って家の省エネ目標をたてること、また

電気メーターの記録も継続して行なわれている。 
 五回目の授業では、省エネ活動の具体的な方法と実際にどのくらい電気量が減ったのか

の発表を行なった。この回は児童の発表だけでなくあーすくらぶの岡崎氏と田中氏からも

省エネのやり方が伝えられる。一家庭が減らした数字は少なくてもクラス全員の分を合わ

せると３５５ｋｗｈも節電したことになり、金額にすると約一万円、ＣＯ２の排出量が８

８７５０リットル抑制されたことになる。児童自身が、自分のやったことは小さいことで

もみんながやれば大きな節電になるということを知り、省エネを続けていくことへの使命

感を身につけている。 
 
 
２－４ 学んだことを学校や地域に広げていく段階 
 省エネは一家庭がやったところでせいぜい家計が助かる程度である。自分の家でやるだ

けよりも多くの人に省エネをやってもらうことが重要である。そこで、ここからは地域へ

の発信について述べる。 
 六回目の授業は、いままで学んだことを参考に省エネ活動を広げるためどうすればよい

かを考える。まず自分たちがやりたいこと、調べたいことを発表してもらい、５～６人の

グループに分かれてそれぞれ計画を立てた。グループ内で話しあったことを基に本やイン

ーネットで情報を集めた。児童のやりたいことは省エネのみに留まらず、水質汚染やリ

イクルなど多岐にわたった。その方法は教師へのアンケート、ポスターの製作による省

教えることでものの大切さを

タ

サ

エネを呼びかけたり、低学年にリサイクルの玩具の作り方を

伝えるなどであった。授業では、話し合いと計画をたて、実際の作業と活動は昼休みや放

課後に行なった。その活動は学校内だけでなく、地域にも広げていこうという意識が見ら

れた。ポスターを作っていたグループは町内の店舗や病院などに頼んでポスターを貼るな

どの取り組みをしている。 
 七回目の授業は、自分たちがやった活動についての発表を保護者を招いて行なった。保

護者に対して発表を行う事は児童のやる気を起こさせると共に、保護者が省エネについて

真剣に考える機会になる。また今回は学校の省エネについても考えた。学校ではどのよう

な省エネが行われているのか、実際に教師に省エネについてどのくらい知っているか、省

エネを行なっているかを聞いて、教師の省エネへの意識を調べている。教師の省エネ活動

に応じて点数をつけ、省エネについて考えてもらうきっかけにすることが目的である。 
ここでは省エネ授業の締めとしての役場への省エネチェックのインタビューの練習も併

せて行なった。教師が知らない事を知っているということは児童の省エネ活動に対する自

信にもつながる。 
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 最後となる八回目の授業では、大木町役場を訪問し役場ではどんな省エネを行なってい

るのか、また職員は省エネを行なっているのかについて、チェックを行なった。まず審査

の前に大木町町長の石川隆文氏と教育長の北原氏に話を聞いた。大木町役場では電気料金

を月５０万円かかっており、省エネとして、昼休みはパソコンの電源を消す、トイレの電

     気をこまめに消す、町長室の蛍光灯の数を減らすなどの行動を行っているとのことだった。 

その後二・三人のグループに分かれ職員にインタビューを行なった。中には点数が低く

てショックをうけた職員もいて、これからの省エネについて考えるきっかけになったとい

う話も聞かれた。（子どもたちが実際に使った授業ノートについては資料３参照）また、

今回の授業は新聞でも報道され、地域社会の注目を集めた。（資料４） 
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＜資料３＞ 授業ノート 
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 ＜資料４＞ 新聞記事
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３章 省エネ授業の効果 
 
３－１ 省エネの効果、子どもたちの省エネについて 
この授業の特徴は、ＥＭＳ（環境マネンジメントシステム）の手法をとりいれ、より効

果的な省エネのやり方を児童自身が発見していくという点にある。EMS の手法である
PDCA サイクルは四つの段階に分かれている。はじめに、計画と目標をたてることからは
じめる（PLAN）。この段階では、事前に得られる情報（主に一般的なもの）や、予測に基
づいて行なう。次に実際に省エネをやってみて（DO）その記録を行なう。記録を基に自分
たちがたてた計画ややり方の問題点を話し合い、今後どのような方法で実行していくかの

指針を打ちたてたり、計画の変更などを行なう（CHECK）。最後に新しい計画を基にして
もう一度行動する（ACTION）。今回は、授業で PLAN の段階を行い、一週間家庭で DO
を行い、さらに次の授業で CHECKし、もう一週間 ACTIONをすることとした。 
授業では四週間、電気メーターの数字の記録を義務付けた。記録の際は、毎日同じ時間

に記録することと数字を正確に読むことを注意して取り組む。一回目の記録では普段の生

活の中で、一日にどれだけの電気を消費しているかを知ることを目的とした。その後の記

録と一回目の記録を比較することにより、省エネがうまく行なわれているかを調べる。三

回目の授業で基本的な電気の知識を得た後一回目の省エネを行なう。その方法として児童

からあがったものは、「コンセントからプラグを抜く」、「使わないときは照明を消す」とい

うように目に見えるところからの省エネが目立った。 
省エネを行なう一方で家にある電気製品の消費電力についても調べた。この段階では調

べるだけで、省エネにはあまり活かされてはいない。二回目の電気メーターの数字を見て

みるとほとんどの児童が一回目よりも数字を減らしている。省エネをほとんどやっていな

い状態から省エネを意識的に行なう状態になった訳だから当然の結果であるといえる。実

際に児童が行なった省エネ活動の例は次のようなものである。 
 
●使わない電気製品はこまめに消す。 
●冷蔵庫の開け閉めは回数を少なく、すばやく行なう。 
●テレビに時間を決めて見る。 
●できるだけ家族が同じ場所にいる。 
 
 四回目の授業で二回目の記録と電気製品の消費電力量について発表した。その上で電気

の無駄使いの見直しと、省エネ活動の取り組みについて考える。省エネの取り組みについ

ては具体的な電気製品の例を挙げ、今までどのような無駄があったかや、その電気製品の

省エネをどうすればよいか考えた。その上で、家庭で行なう具体的な省エネ対策を発表し

ている。また授業後に家族全員で取り組むよう「○○家の省エネ対策」と題して話し合い

を持つことを宿題とした。この段階では児童だけが省エネを行なうのではなく、家族全員



が省エネに協力するようになった。省エネの例としては以前の方法に付け加えて、 
ドライヤーをなるべく使わない。使うときは使う前に髪の毛をよく拭く。 

●

 

なったということである。またこ

の

は、子どもたちの感想を

挙げる。中でも「今まで省エネについてあまり考えたことはなかったけれども、この授業

なった」というものが目立ち、またこれ

。（詳しくは資料７を参照） 

●

●ヒーターは長時間つけない。 
乾燥機を必要以上に使わない。 
など、待機電力や消費電力が多い具体的な製品の省エネを優先的に行なっていた。三回目

四回目と数字の記録を行ったが、大半の家庭で省エネによって電気使用量は減っていった。

資料５はある家庭の電気使用量をグラフに表したものだが、一回目、二回目、三回目と使

用量が減っていき、四回目では三回目と変わらないくらいの電気使用量であった。省エネ

は生活を犠牲にして行うものではなく、今までの無駄に使っていたところを節約するもの

である。もっとも効率のよい省エネの方法を発見するに至ったのは三回目で、四回目では

無理して省エネするのではなく、三回目の省エネを維持する段階に入ったことを示してい

る。 
大部分の家庭では減り方に差はあるものの、電気の節約は目に見えて達成されていた。 

では、実際に子どもたちの省エネ意識と行動は変わったのだろうか。資料６は子どもた

ちにアンケートを行い、授業の前と後で、省エネ行動をとるようになったかどうかその変

化を示したものである。質問２では以前より、主電源で切る児童が増えたという結果がで

たが、他の質問同様、急激な変化がみられなかった。このアンケートから考えられること

は、子どもたちの意識に変化があり、省エネについて厳しい目で評価するようになったた

め、自分の省エネ行動についても易しい評価をつけなく

アンケートの質問の仕方が子どもたちの省エネ行動の評価の仕方として、あるいは時期

が不適切であったかもしれない。個別なヒヤリングを行なったほうがより明確な結果がで

た可能性がある。このアンケートに関しては不十分な点が多く、十分な結果がでたとはい

えないが情報の一つとして掲載する。 
省エネ授業を受けた子どもの意識の変化が見られる資料として

をきっかけに省エネについて真剣に考えるように

からも省エネを続けていきたいという児童も多く見られた
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＜資料６＞ 授業前と授業後の省エネ行動の変化～大溝小学校へのアンケートより 
 
 質問 1 人がいない部屋やトイレ、お風呂などの明かりについて 
 
 

 

授業前（質問１）

3%

1%

37%

59%

①必ず消している

②できるだけ消してい
る

③あまり消していない

④消さない

 
 
 

 

授業後（質問１）

42%

0%

1%

57%

①必ず消している

②できるだけ消し
る

てい

③あまり消していない

④消さない

 
 
 
 



質問２ テレビを消すときはどうやって消していますか？ 
 
  

授業前（質問２）

50%
49%

1% 0%

①リモコンで消している

②主電源を切る

③コンセントから抜く

④つけっぱなし

 
 
 

授業後（質問２）

43%

54%

3% 0%

①リモコンで消している

②主電源を切る

③あまり消さない

④つけっぱなし
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質問３ 夏のエアコンの温度は何℃にしていますか？ 
 
 

授業前（質問３）

4%

17%

50%

29%
①２８℃

②２５～２７℃

③２１～２４℃

④わからない

 

 
 

授業後（質問３）

7%

28%

20%

45%
①２８℃

②２５～２７℃

③２１～２４℃

④わからない
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質問４ 冷蔵庫の開け閉めは小さく素早くし、回数も少なくなるように気をつけている。 
 
 

授業前（質問４）

25%

53%

17%

5%

①いつも気をつけている

②なるべく気をつけている

③あまり気をつけない

④気をつけない

 
 
 
 

授業後（質問４）

19%

54%

19%

8%

①いつも気をつけている

②なるべく気をつけている

③あまり気をつけない

④気をつけない
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質問 5 あなたの家の中で無駄に使っている電気製品はあると思いますか？ 
 
 

授業前（質問５）

36%

64%

①あると思う

②ない

 
 
 
 

授業後（質問５）

32%

68%

①あると思う

②ない
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＜資料７＞ 児童の感想 

 



児童の感想（抜粋） 
 
● ４０年先には石油がなくなると聞いてびっくりしました。私はいろんな省エネ対策を考

えて、お母さんと一緒に省エネをしようと決めました。それを実行しながら、一週目は

９２．４ｋｗｈだったのに三週目には６４．９ｋｗｈだったので省エネ対策は大成功で

した。役場の方からもいろんな省エネの話を聞いて、これからももっともっと電気をこ

まめに消したり、近いところは歩いていったり、というような省エネ対策を頑張ってい

きたいと思います。 
 
● 私は最初、40年後の未来を予想して 40年後はもっと便利になっていると予想していた。
でも話を聞いてそれは違っていて 40 年後には石油がなくなっているかもしれないとい
うことがわかった。授業を受けてこれから多くの人が節約してほしいと思った。私は資

源や環境を大切にしようと思うようになったと思う。 
 
● 40 年後には自動車が空を飛び、家にロボットがいて家事などを手伝ってくれるような
未来を考えました。石油が無くなると聞いて資源を無駄にしてはならないと気づきまし

た。省エネをやってみて日本人全員が省エネをやればすごい節約になるんじゃないかと

思った。グループでの発表のときもみんながすぐに実行できるようなことを考えて発表

した。一人一人が気持ちを持って実践することが大切。僕もゲームなどをあまりしない

ようになった。 
 
● 私は省エネ授業を始める前までは「省エネって続くの？」とか「省エネなんてできるわ

けないじゃん」というような気持ちを持っていました。しかし、授業を始めて省エネの

大切さが分かりました。私は今から省エネ活動しても遅くないんだと思って、やってみ

たら自分ひとりが省エネをやった週よりも家族に協力してもらって省エネ活動をした

週のほうが減っていました。そのとき私は世界中の人が省エネ活動をすればもっと石油

は長い間使えるんじゃないかと思いました。私はポスターを描いて省エネを呼びかけま

した。これからもみんなに省エネの大切さを伝えます。 
 
● 私はこの授業の前、石油が 41 年分しかないと知らなかったので、テレビやコタツをつ
けっぱなしにしても何も変わらない、別に何も困らないと思っていました。だけど授業

を聞いて初めて人間がこのまま石油を使い続けたときの 40 年後の未来を想像したので
す。このまま日本人が石油を使いすぎたら外国に頼らなくてはならないので、外国の人

がつらい思いをすると思った。だから私は省エネを頑張っていこうと思いました。 
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３－２ 省エネ授業における家庭・地域の変化について 
  今回、省エネ授業を行なって、その成果として特に顕著なものは、児童の意識・行動

の変化である。授業後の児童たちの変化としては、まず省エネについて真剣に考え、継続

していくという責任感が得られたことと有効な省エネの技能が得られたことが挙げられる。 
また、教師からは「児童が省エネ以外の問題にも積極的に知ろうとしたり、下級生にも教

えてあげようという意識が見られるようになった」という声もあった。 
 省エネ授業の効果は子どもちのみに及ぼされるものではない。家庭の変化も忘れてはな

らない。ある家庭では、それまであまり省エネについては考えたことが無かったが、子ど

もから「省エネについて考えたことがあるか」と聞かれ、自分たちが省エネについて今ま

であまり考えてこなかったことに気づいたという。今の生活が将来不便になってしまう実

感は沸かないが、授業で勉強してくる子どもたちの話や一緒に省エネの方法を試行錯誤し

ていくことで、省エネをやらなければならないという責任感が家族全体に広がりをみせて

いる。また省エネについて話し合うことで、家族の交流が図られたという話も聞かれた。

保護者の授業の参加が最も多かった五回目の授業では、保護者の様々な感想が聞かれた。

こうした感想（資料８）からも家族の省エネへの意識が変わったことが伺い知れる。 
もうひとつの省エネ授業の効果は、地域への省エネ活動の拡大である。子どもたちが行

なった省エネ啓発運動は学校のみならず、地域にも広がっている。校内では省エネについ

てポスターや放送での呼びかけ、低学年向けの紙芝居の作成などを行なった。省エネにつ

いて教えてもらった低学年は省エネという言葉に興味を持ったようである。地域の店頭に

貼らせてもらったポスターについても立ち止まって熱心に見てくれる住民がいたという話

も聞かれた。授業の最後に行なった町役場での省エネチェックでは、きちんと省エネを行

なっている職員とあまり気をつけていない職員の差が点数としてでること、また子どもた

ちに省エネチェックをされるということから、点数が低かった職員が省エネについて真剣

に考えるきっかけになったといえる。町役場では、町長室の蛍光灯の数を減らしたり、昼

休みにはパソコンの電源を切るというような積極的な省エネを行なっている。子どもたち

の感想の中にはこうした取り組みについて「役場でも省エネをやっていたなんて知らなか

った」「役場が省エネを行なっていることを知ってもっと省エネが広がればいいと思った」

というような感想が見られ、役場への省エネチェックは子どもたちにとってもよい刺激に

なったようであった。今後、大木町では省エネについての講演会なども行なう予定である。 
 
 
 
 
 
 
 



＜資料８＞ 授業の感想（保護者） 
 無駄がたくさんあったと思うんですよ。電気だけじゃなくて鉛筆とかも。それが電気に

●二

いて 。危機感が無かったんですよね。こういう授業に参加すると改め

危機感を感じなければならないことを子供たちに教えてもらったと思います。料理の時

● 

ネの意識は大切なんだなと思い

ました。 

の発

子供

 
 
３－ 課題 
今回行なった省エネ授業では、児童が環境問題や省エネについての認識を得ること、省

るが

りに

と役

 ま

要不

気が つくというものである。また

護者に授業を見てもらうことで保護者自身も省エネに対する意識を深め、家庭の省エネ

をよ

し

いえ

その な

参加が難しいことと、省エネや授業への参加に対する重要性が十分に理解されていない

いうことが挙げられる。また保護者からは授業への参加に恥ずかしくて抵抗があるとい

●

ついて考えることによって、他にも考えるようになったっていうか。子供が省エネを頑

張っているのを見ると、自分ひとりじゃないんだなって思いました。主人も省エネにつ

いて協力してくれました。ヒーターをつける前に服を着れば少しは暖かくなって省エネ

にもなる。だからケチとは違うんですよね。その辺のことを子供達がわかってくれれば。 
回授業を見せてもらって、私も勉強になったと思います。省エネしなくちゃと思って

も、まぁいいやって

て

もガスとか水とかも今まで大雑把に使っていたものにも節約という目で見るようになった。 
電気メーターを調べてみて、実際自分たちが使っている電気の量を初めて知ったんです。

自分たちも比較的、裕福な生活を送ってきたと思うのであまり無駄遣いしているという

実感がありませんでした。省エネ授業に参加して、省エ

●今の生活が昔に比べて、たくさん使っているんだなぁ、としみじみ思いました。皆さん

表を聞いてあと３５年しか今の生活を続けられないのかとショックを受けています。

たちにはこれからも使った後はちゃんと消しなさいというつもり。 

３ 省エネ授業の

 

エネの技能を身につけること、地域に省エネ活動を広げていくという点で成功したといえ

、まだ不十分といえる部分もある。授業後の反省会でも授業の長所や問題点が浮き彫

なった。（反省会の内容については資料９参照）その主な課題としては、保護者の参加

場への省エネチェックのシステムのあり方がある。 
ず保護者の授業への参加について述べる。保護者の参加はこの省エネ授業にとって必

可欠である。その理由は保護者に授業を見てもらうことで児童が省エネ活動へのやる

起こったり、自分たちの発表や省エネのやり方に自信が

保

を進めるという目的もある。今回は授業の前に、省エネ授業の案内と省エネ授業への参加

びかける旨の学級通信を保護者に向けて発信した。（資料１０参照） 
かし実際に省エネ授業に参加した保護者は児童の発表の回においても決して多いとは

ない人数であった。また第一回目から最後まで参加した保護者はほとんどいなかった。

理由としては省エネ授業が平日に行なわれているために、仕事や用事の都合でなか

か

と
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う話も聞かれた。 
 保護者の授業への参加を促すためにはどうすればよいか。まず重要なのは事前に保護者

との話し合いを持つことである。この話し合いでは省エネ授業の目的や保護者の参加の必

要性についてきちんと説明する必要がある。話し合いをもったら、授業に参加できる保護

者を募る。また授業後に参加した保護者から、保護者会などで参加してみての感想などを

話してもらうというのも、有効な手段であろう。保護者に話をしてもらうことで、授業に

監査

に

参加していない保護者の省エネに対する認識を変えるきっかけになるであろうし、次年度

の省エネ授業への参加を促すにもよい方法であると思う。 
 もう一つの課題は、役場への省エネ監査システムの確立である。今回の授業では、授業

の集大成として役場を訪ね、役場の省エネチェックや、職員に省エネ活動を広げる目的で

職員に対しても点数制の省エネチェックを行なった。第三者が行政の監査を行う場合、職

員の反発など、何かと問題が起こりがちであるが、監査する主体が子どもたちということ

で職員からも苦情はでなかった。また、子どもたちが省エネをしているのに自分が何もし

ていないという恥ずかしさからか、省エネについての緊急性・重要性・責任などへの関心

を抱く職員が多かった。しかしせっかく地域に広げたにもかかわらず、その場だけの

終わってしまっては意味が無い。省エネ以外での監査、例えばＩＳＯの取得の際も、定

期的に監査を行うことでその基準を保つことができるのであり、省エネ監査についても定

期的な監査が必要であるといえる。 
 このシステムを確立するためには、役場との話し合いは言うまでも無く、前の年に監査

を行った先輩からその年に監査を行う児童への引継ぎもきちんと行なわれることが望まし

い。役場との話し合いでは、監査の時期や基準の設定、どうすれば基準を満たすことがで

きるかといったことの確認が必要となる。児童間の話し合いでは監査のやり方や、インタ

ビューの仕方、前の監査で不十分なところがあれば、その部分の改善策などを話し合い、

引継ぎをする。このシステムの確立は一度やっただけで成せるものではない。毎年やって

いくなかで徐々に確立されていくようなものである。毎年監査を行うには学校側と役場と

の信頼関係が必須であるので、普段からの信頼関係の構築はきわめて重要である。 
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＜資料９＞ 反省会の内容 
参加者は授業前の打ち合わせ時のメンバーと同じ 

師の立場から】 
はじめは授業作りが分からなかったが、二年間のベースがあったのでその点は楽だった。

４０年後の未来については子どもたちにインパクトがあった。エコワット等で明確な問

 
【教

●  
● 

● 

● 

● 師自身が本気になってきたと思う。 

めて意識を持った

職員もいた。 
 省エネについて考えるいい機会になったが、職員の間には意識のある職員とない職員の

●

題意識が育った。 
● 家庭や学校、地域へと視野が広がった点がよかった。 
● 役場へのインタビューまで広がったことで子どもたちの意識に深く残る。 
● どんな力がついたか→節約するようになった。資源や周りの人に対して配慮するように

なった。実際にやったことが生きた力になった。 
学校への省エネなどについては十分な意識を持っている。 
最初は不安。専門家がいると心強い。サポートがあるとやりやすい。 
だんだん教

 
【役場の立場から】 
● やってないから子どもたちの質問に答えられない。点数が低い等で改

●

差がはっきりした。 
● 子どもたちがインタビューするということでクレームが出なかった。不評が表面化しな

かった点は良かった。 
● 準備が遅かったので、もっと仕組みをきちんとしたほうがいいという意見もあった。 
● 省エネ授業を役場の予算に組み込むか。職員の受け入れ態勢の改善。 
 
【子どもの変化、感想（保護者）】 
● 子どもたちはもっと多くの人に省エネを広げたいと思うようになったり、もっと別の環

境問題についても目を向けるようになった。 
● リサイクル玩具の作成。 
● 低学年に分かりやすく伝えるにはどうしたらよいかを真剣に考えていた。 
● 自然やものを大切にするようになった。 
 子どもたちの変化していくような姿が見られて嬉しかった。 
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＜資料１０＞ 保護者への呼びかけ



４章 省エネ授業と従来の環境教育 

－１ 総合的な学習の時間と環境教育 
・中学校で総合的な学習の時間が本格的に導入された。総合的な学

きない複雑な様相を示すようになったことが考えられる。 
は生きる為の学力であるとい

あるかの

（１ に判断し、よりよく問題を解決す

、創造的に取り

ができるようにすること。 
 

は、単に問題解決のための知識や、単なる結果をもとめるのではな

具体的な問題の解決に取り組んでいく過程で、｢自ら課題を見つけ、自ら考え、主体的に判

究活動に主体的、創造的に取り組む態度｣を育てることである。 

様々なことを経験していく段階で自ら課題を発見し続け、問題の解決のために主体的に考

教育は総合的な学習の時間で多く取り上げられている分野である。 

が採択されたことを皮切りに、 ・環境学習が展開されるようになった。 

認識され、「環境問題についての若い世代と成人に対する教育は、個人、企業及び地域社会

が環境を保護向上するよう、その考え方を啓発し、責任ある行動をとるための基盤を広げ

るのに必要である」と、環境教育の必要性を訴えている。 
そして環境教育は、１９７７年にソ連のトビリシで開催された国連の環境教育に関する

府間会議、１９８０年の世界保護基金（ＷＷＦ）、国連環境計画（ＵＮＥＰ）、国際自然

護連合が協力して発表した『世界環境保全戦略』などの影響を受けながらその意味を広

なった。 

 
４

 ２００２年度より小

習が必要となった背景として、問題解決の力をつけるための学習が求められてきたことや、

現代社会が抱える解決されるべき問題が地球規模で展開され、また単一の分野では解決で

文部科学省によれば、総合的な学習の時間で培うべき学力

う。同省が全国小・中学校に示した学習指導要領にその学力がどのようなもので

一端を垣間見ることができる。それによれば、総合的な学習の目的は以下の二点となる。 
） 自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的

る資質や能力を育てること。 
（２） 学び方やものの考え方を身につけ、問題の解決や探究活動に主体的

組む態度を育て、自己の生き方を考えること

この目標の主な目的

い。問題を解決・探求する知識がついたとしても人から指図されて事に当たるのではなく、

断し、よりよく解決する資質や能力を得｣と｢学び方や考え方を身につけ、問題の解決や探

つまり、生きるための学力とは実生活で有効に働く力であることは当然だが、その後の

え、解決するための技術や知識を自ら得ようとする能力であるといえる。総合的な学習の

時間の具体的な分野としては、国際的理解、環境、情報、福祉などが挙げられる。特に環

境

では、環境教育とは、そもそもどんなものでどんなことを目標としているのだろうか。

１９７２年にストックホルムで開催された「国連人間環境会議」において「人間環境宣言」

世界各国で環境教育

この「人間環境宣言」では、人間環境問題が人類の生存に関わる重大な共通課題として

政

保

げていった。現在では環境教育のテーマとして次のような特徴が次第に強調されるように
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●地域の環境は地球生態系につながっているという認識。 
●人間社会のシステムと自然界のシステムはあらゆる面で相互関係があり、人間のどんな

活動も環境に影響を与えるもので、そのまた逆も然りという認識。 
●環境に対する関わり方について、西洋以外の文化、とりわけ先住民から学ぶべきものが

多くあるという認識。 
●環境に配慮するような価値観・態度・技能（世論や政治的意思決定に影響を与えるよう

な非常に重要な技能も含む）を育てる重要性。 
 
 日本においては、１９９３年１１月に制定された環境基本法において、「環境の保全に関

する教育・学習等（第 25条）」として規定された。第２５条によると『国は、環境の保全
に関する教育及び学習の振興並びに環境の保全に関する広報活動の充実により事業者及び

国民が環境の保全についての理解を深めるとともに、これらの者の環境保全に関する活動

を行う意欲が増進されるようにするため、必要な措置を講ずるものとする』とある。 
中央環境審議会の答申（平成１１年１２月答申）では、「環境教育・環境学習は、人間と

環境との関わりについての正しい認識にたち、自らの責任ある行動をもって、持続可能な

社会の創造に主体的に参画できる人の育成を目指すもの」と定義されている。実施に当た

っての基本的な視点として、次の４つが示されている。 
①「総合的であること」 
ものごとを相互連関的・多角的にとらえていく総合的な視点を持ち、幼児から高齢者

までのすべての世代及び学校・家庭・地域など多様な場において連携をとりながら総合

的に行われること 
②「目的を明確にすること」 
学習者の関心や地域の状況などにより、多様なテーマ・切り口、手法、場などの中か

ら最適なものを組み合わせ、持続可能な社会を実現する中で、どういう段階にあたり、

具体的に何を目的としているのかを明確にしておくこと 
③「体験を重視すること」 
  自然への感性や環境を大切に思う心は、恵み豊かな自然の中で、五感を駆使して感

動、驚き、畏れなどを体感したり、生活体験を積み重ねることにより、培われるもの

で、特に、幼少期においては、このような良質の体験機会を重視し、自ら体験し、感

じ、わかるというプロセスを繰り返すという体験型の学習手法を積極的に取り込んで

いくこと 
④「地域に根ざし、地域から広がるものであること」 
   地域の素材や人材、ネットワークなどの資源を掘り起こし、地域の伝統文化や歴

史、先人の知恵も生かしながら、地域の環境の素晴らしさ、課題を理解した上で、

どのような地域にしたいのか、また、地域からつながる地球の環境についても視野

に入れながら、主体的に参画していくこと 
 



４－２ ベオグラード憲章 
抽象的になりがちな環境教育のねらいや骨組みを具体的に明らかにしたものが「ベオグ

議にて採択）」である。 

。（２）いかなる行動が人間の

可

する、あるいは新たな問題が発生を未然に防止するような知識や技術を有した人材を育成

ラムがく

－３では環境教育の問題点を実際におこなわれている省エネルギー授業の具体例を挙

げ

 

 

 

ラード憲章（１９７５年：国際環境教育会

ベオグラード憲章では環境教育の目的として（１）各国民がそれぞれの文化に基づいて、

全環境（Total Environment）という文明の中で「生活の質」、「人間の幸福」などの基本
的概念の意味を自ら明確にすること。そして自国の領域の限界を超えて、他国の文化に明

確な理解と正当な評価にまで拡大されていくべきであること

能性の保全と進展を確保し、生物物理的及び人工的な環境と調和して、社会的・個人的

幸福を増進させ得るかについて環境問題や人間の行動について共通の理解を明確にするこ

と、を挙げている。 
環境教育の目的を達成するためには六つの段階があり、そのどれが欠けても問題を解決

することは困難である。しかし実際に行なわれている環境教育は関心を重視したカリキュ

まれており、特に低年齢層においてはその傾向が顕著である。 
４

て述べていく。 
 
 
 
＜資料１１＞ ベオグラード憲章における段階的目的   

 
 
 
 

 
 

 
 

出展）広島県環境生活循環型社会推進室ホームページ 体験型環境学習ハンドブック 
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４－３ 省エネ教育の実例 ～省エネルギー学習指導プランコンクールより～ 

る。 

来の省エネ教育について考えてみる。 

業では、まずエネルギーとは何かについ

学び、地球温暖化やエネルギー資源の枯渇について関心を持たせることを目標としてい

も

良

・三菱電機・福岡ゼロックス・

日産自動車などの協力により、風力発電や太陽光発電の実験、及びソーラーカーや電気自

動車

域

て話し合えたことは、児童自身の大きな自信につながった。保護者からは『子どもの省エ

ネに対する取り組みが熱心すぎる』という意見がでるほどであった」と述べている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

省エネルギー学習指導プランコンクールは財団法人・省エネルギーセンターが主催して

いる小・中学校で行われた授業を対象として行われたコンクールであ

このコンクールは全国の省エネルギー授業のモデルとして広く採用されている。このコ

ンクールの受賞作から従

事例１は第二回省エネ学習指導プランコンクールで優秀賞をとった北海道札幌市西岡北

小学校の省エネ授業カリキュラムである。この授

て

る。また自分たちが学んだことの地域への発信も行なっている。（資料１２参照） 
事例２は同コンクールの最優秀賞を受賞した福岡県福岡市立玄洋小学校のカリキュラム

（資料１３）である。この授業では社会科と理科の両方の見地から総合的考え方ができる

ように工夫されている。四つのコースの中から自分の関心のあるものを選び、それぞれが

発表しあうことによってより深く問題について話し合っている。このカリキュラムの最

いと思われる点は省エネ活動が校内に留まらず広い範囲で行なわれている点である。具

体的には地域への発信、ホームページの作成、他の省エネモデル校とのやり取り、外国人

の先生とのディスカッション等である。このカリキュラムを実践した玄洋小学校の教師は

授業の成果を「実践では省エネルギーセンター・九州電力

、ハイブリッドカーの試乗など普通では体験できない楽しい授業となった。また、地

の人たちとの討論や中国の先生たちとの交流で、児童が対等に省エネや地球環境につい

35 



＜資料１２＞ 第二回省エネ学習指導プランコンクール 優秀賞 
 

○

に自分の考えをまとめ、地域に発信する。 
○

酸化炭素を発生

は何かを学ぶ 
 ●エネルギーにはどんなものがあるのか。学校探検をしてどんなエネルギーがあるか

を発表する。 
 ●お米にもエネルギーが使われている。エネルギーの必要性について学ぶ。 

 ●エネルギーはどのように作っているか。その原料はどのくらいで枯渇するか。 
 ●発電方法について、それぞれ良いところ、問題点を発表する。 
４） 風力発電をつくる。 
 ●部品を使って、ミニ風力発電を作る。 
５） 身近なエネルギーについてインタビュー調査する。 
 ●地域の人がエネルギーについてどれくらい知っているかをインタビューする。 
 ●地域の人が何にどのくらい電気を使っているかをインタビューする。 
 ●調査したことをまとめ、発表する。 
６） 日本・世界のエネルギー事情について学ぶ 
 ●日本と世界のエネルギー事情の資料を見て、原発派と反原発派のどちらの立場に立

つのかを述べさせる。 
  ●風力発電、太陽光発電等のクリーンエネルギーについて学ぶ。 
（７） 地域に発

● 学習したことから自分なりの考えをもって、地域・全校に訴えたいことをまとめ、

チラシ・ＣＭ・紙芝居などで発表する。 
 

   北海道札幌市西岡北小学校 『私たちの地球を 私たちの手で』 
 
授業の目標 
１、環境問題やエネルギー問題について、自分事として捉え疑問を持たせる。 
２、調査をし、まとめる事によって、情報を集め、整理し、発表するという学び方の基礎

的な技能を身に付ける。 
３、調べたことから自分の考えを持ち、話し合う中でさらに疑問点を調べていくという問

題解決的な基礎的技能を身につける。 
４、学習したことを元

授業の単元 
（１）温暖化・エネルギー資源枯渇を学ぶ 
●環境問題について知っていることを書かせる。 
●二酸化炭素を出しているのは何か。自分たちの使っている電気が二

させていることをつかませる。 
（２） エネルギーと

 

（３） 発電の仕組みを調査する 

 

（

 

（

 

 

（

 

信する 
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＜資料１３＞ 第二回省エネ学習指導プランコンクール 最優秀賞 
 

○

を持ち、意欲的に省エネ

な人に

次に総合的な学習の時間に入る。  
３）『地球の環境はどうなっているのだろう？』 
 ●使用済みの乾電池の山や大気の資料をもとに、思ったことを話し合う。 
 ●専門家による地球環境と省エネの講話。『地球の危機と原因』。地球環境問題や省エ

ネについての活動の動機付けをしてもらう。 
 ●二酸化炭素による地球温暖化を知るために地球温暖化模型実験を行う。 
 ●地球環境問題（温暖化）やエネルギー問題に関するパネルクイズ。 
この単元では生徒たちに自分たちが地球環境の悪化について知らないということを、

発見させ環境保全の必要性と現状に対する危機感を持たせる。 
４） 自分たちが気づいたこと疑問に思ったことなどについて話し合い調べる計画を立

てる。 
 ●自分たちが疑問に思ったことについて話し合う。学習問題を設定する。省エネナビ 
 や「Ｋｉｄｓ ＩＳＯ」などを参考にする。 
５）『二酸化炭素を減らし地球を救うために、私たちはどのようなことができるだろうか』 
  ここから４つのコースに分かれてそれぞれ調べたり実験したりする。 

    福岡県福岡市立玄洋小学校 『玄洋から世界へ・・・地球を救おう！』 
 
授業の目標 
１、自分たちの暮らしを支えるエネルギー（電気）について関心

ルギー（電気）の仕組みについて調べ、進んで地球環境を保全しようとする態度を育

てる。 
２、自分たちが暮らす現在及び未来の地球環境やエネルギーの問題を知り、これからの望

ましい省エネルギー生活のあり方を身に付けるとともに、その取り組みを様々

発信し広めることができるようにする。 
   
○授業の単元 
まず総合的な時間で学習する前に理科・社会の授業でそれぞれの分野における環境問題

の学習を行う。 
（１） 理科の授業から 
  ●乾電池の働き。乾電池を使ってモーターを動かして遊ぶことで電気が限りあるエネ

ルギーであることを気づかせる。 
  ●光電池の仕組みを知る。 
（２） 社会科の授業から 
  ●クリーンパークの見学。見学によりごみの処理の仕組み、ごみに関する環境問題を

学ぶ。煙を出さない工夫やごみを減らす工夫がされていることを気づかせる。 
 
 

（

 

 

 

 

（

 

 

（
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 ≪Ａコース≫省エネナビによる電力調査及び省エネの提案と実践。家庭や地域に協力し

せる。 
≪Ｂコース≫身の回りの消費電力調べ（古い製品と新しい製品の比較）。家電メーカの方

いて、企業の家電製品における省エネの取り組みについて学ぶ。 
いて学ぶ。

≪Ｄコース≫家庭や企業の省エネの取り組みについての調査・見学。他の省エネルギー

合う。 
とを発表しあい、互いのよさを自分の考えに取り入れ様々な発表の方法を

（７

  

（８） ネ学習発表会をし、省エネの取り組みについてディ

て自分たちが取り組んだ省エネの取り組みのよさを再確認する。 
 

取り組みについてディスカッションする。 
 組

える。 
界の人々に省エネについて呼びかける。 

たり、HP に自分の考えを載せたりするこ
の取り組みに関心を持たせ、

。 
告し、次年度の活動計画を立てさせる。 

 

 
 
 

てもらい、継続的な調査をするとともに省エネの方法を具体的に探ら

の話を聞

≪Ｃコース≫電力会社の方を招いて発電の仕組みや、クリーンエネルギーにつ

手回し発電・風力発電・太陽光発電など。 

モデル校との交流、外国の省エネルギーの取り組みの調査などにより、省エネ方法

の幅を広げさせる。 
（６） 追求したことの中間発表を行い、今後の活動について話し

  ●調べたこ

考えさせる。 
） 代表委員会で全校に省エネを呼びかける。 
●学習の動機や取り組みを筋道立てて説明する。 
 保護者や地域の方々を招き省エ

スカッションする。 
  ●保護者や地域の方々に自分たちが取り組んだ省エネの方法を実際に体験してもらっ

 ●自分たちの取り組みを様々な形で発信させる。 
（９） 外国の方を招き、省エネの

 ●国際協力の時間に外国の先生方に省エネに付いて呼びかけ、外国の省エネの取り

みについて教えていただき、地球規模の省エネのあり方について考

（10）HPを作成し全国や世
  ●省エネモデル校との取り組みの交流をし

とで発信・交信を通して各国や地域で行われている省エネ

これからの取り組みに意欲を持たせる。 
（11）これまでの学習を振返り問題点を洗い出しにして改善の方法を話し合う
●「Ｋｉｄｓ ＩＳＯ」の取り組みを報
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４－４ ベオグラード憲章に基づく大溝小学校と二校の比較 
さて次に、４－２の省エネ授業の実例についての問題点やベオグラード憲章の目標が達

されているかについて見ていく。 
北小学校の例は目標の一番目の関心については環境問題を挙げさせたり、

知識

度に行っている。問題なのは３の態度、４の技能５の評価能力である。このカリキュラム

のか

い。また総合的な学習における技能は、発表や問題の発見、情報の収集、主体的に判断す

能と解すること るが、ベオグラード憲章の四番目の技能は純粋に環境問

ための技能である。この西岡北小学校の省エネのカリキュラムは、総合的

な

この授業の目的である省エネの技術に関しては、知識の面で終わってし

るとはいえない。評価能力は原子力についてふれてはいるが、討

ことから環境教育よりもむしろ理科や社会の延長線の授業といえる。 
リキュラムについての評価を行う。玄洋小学校のカリキ

った後、保護者や地域の人を招いて省エネを広げるため発表を

たソーラーカーやグリーンパークの見学など普段の授業ではやれないことにより、関心を

たせることに成功している。省エネの技術を学ぶという点ではつかった電気量や金額が

こを省エネすればよいかを生徒自身が気づくよう

術について学ぶ機会を与えているにも

の技術が

として得るだけである。真に技術を得るには実際にやってみないと身につかない。 
つの省エ

身につくため

には、

単な

メントシステム の手法である。ＥＭＳ手法の利点はＰＬＡＮ（計画）→ＤＯ（実

のやり方を学ぶことができる。省エネ

成

実例１の西岡

ビデオや定規という視覚的な教材を用いることで効果的に関心を持たせているといえる。

についても基本的な認識を得るための一般的な知識を資料を用いて差し障りの無い程

ではエネルギーに関する知識は充実しているが、省エネを子どもたちが実際に行っている

分からない。知識を得るだけでは省エネをやろうという態度を育成することはできな

るための技 ができ

題の解決を図る

学習における技能、特に情報の収集や発表の技術を重視している傾向がある。環境問題

を解決する技術、

まい実際に身についてい

論だけで終わっており評価能力が適正に身に付いているかといえば疑問である。これらの

 次に事例２の玄洋小学校のカ

ュラムの長所は省エネをや

行った点である。この点は３の態度を身につける手段として有効であると考えられる。ま

持

でる省エネナビという機械を用いて、ど

な工夫をしている。しかし問題もある。省エネの技

かかわらず、課題を四つのコースに分けているので、一部の児童のみが、省エネ

身につけるに至っており、他の課題を選んだ児童は発表により技術ではなくただ単に知識

ベオグラード憲章に基づいた評価をまとめると資料１４のようになる。この二

ネ授業の共通の問題点は４の技能である。省エネをやってみても技術として

反省によって自身がより良いやり方に気づかなければならない。そうでなければ、

る経験や知識になってしまう。 
一番有効であると考えられるのは大溝小学校のカリキュラムで取り入れた環境マネンジ

（ＥＭＳ）

行）→ＣＨＥＣＫ（審査）→ＡＣＴＩＯＮ（再実行）を繰り返す中で、自分がやった省エ

ネの悪かったところを発見し、より効率的な省エネ

に留まらず、他の学習においても有効であるといえる。 
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＜資料１４＞ ベオグラード憲章における大溝小学校と他の二校の比較 

 



４－５ 従来の環境教育の問題点 
 

する教師の担当分野、あるいは得意分野で全く違っ

て

  

 
ればよいかを考え、

効   

めの能

力を

 環境教育におけるもう一つの問題は、教師自身の環境問題やその指導についての情報が

十分ではないという点である。環境に対する十分な知識がないために、自然の観察会や実

験、話し合い、一時的なボランティア活動のみで終わってしまう。最もよい方法は専門家

が授業を行うことだが、専門家の数が絶対的に不足しており、また学校と校外講師の連携

も十分とは言えない。いかにしてこれらの問題を解決するかがこれからの環境教育を決定

付ける重要な要件であると思われる。 

環境教育の重大な問題点はそのカリキュラムにあると考えられる。例えば、省エネ教育

で今まで行なわれてきた内容は、担当

いる。例えば国語や社会の担当教師の授業は、「このままではいけないので、節電しまし

ょう」、「ものを大切に使いましょう」というような倫理面にのみ重きを置いたものが多い。

対して理科や技術の担当教師の授業は、「電気はどうやって作られているのか」「自分た

ちで発電してみよう」などといった実験のみで終わってしまう授業が多い。倫理面のみの

授業では、児童の関心は得られても実際にどうすれば問題を解決できるか判らないし、た

だの自己満足で終わってしまう可能性が高い。また、実験中心の授業は、確かに物事の仕

組みについての知識を得ることは重要であり、児童も楽しんで実験を行なうことで電気に

ついての関心を得ることは可能であろう。しかし、実際にそれが問題解決につながるかと

いえば決してそうではない。 
このように、省エネという題材ひとつをとってみても、従来の環境教育のやり方は、若

干、安易であるといえるのではないだろうか。ここで言っておきたいのはどちらか一方の

やり方では、問題解決は望めないということであり、また、環境教育で培われるべき「問

題解決する能力」と「問題解決しようとする態度」は全くの別物であるということである。

問題解決する能力とは、地球環境問題を解決するのに具体的にどうす

率がよく実際に効果のでるやり方で生活・活動をすることができる能力であると考える。

そしてそれは誰しもが持っているものではなく、自分でそのことに気づいて情報を集め

実践していくことから得ることができる。問題を解決する能力を得れば、仮に新しい環境

問題が発生した場合でも自分で考えて有効な方法を得ることができるだろう。 
それに対し、問題解決しようとする態度は全ての人間が少なからず持っているものでは

ないだろうか。他人から話を聞いたり、本を読んだり、テレビを見たりする中で大抵の人

は環境問題についての知識を持っているし、人によって程度の差はあるにしろ環境問題を

解決したいと思っている。しかし関心はあっても実際にどのようにしたらよいのか判らな

いし、新しい問題が発生した場合に自分で考えて問題を解決することもできない。 
 環境教育で重要なのは問題に対しての関心を持たせるとともに実際に解決するた

得る手助けをすることである。総合的な学習の学習指導要綱にもあるように「自ら課

題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力

を育てること」に重きを置くべきである。 
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